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選び、形を決めながら和紙を裂いたり、ちぎったりして、色紙に張る作業を繰り返しながら絵を整え、最後に筆を入れて仕上げた時の充実感とときめきだといいます。


　この作品作りで最も難しいのは、色選び。「ちぎり絵」には、〝紙は絵の具。紙選びができたら作品はできたのも同じ〟との言葉があるほどです。もちろん和紙の選択も大切で、西川さんは風合いから出雲和紙と美濃和紙・越前和紙を使っているといいます。


　手掛ける「ちぎり絵」は花鳥風月。特に中国の風景が好きで、桂林や蘇州などをよく題材にします。


自宅には、屏風から色紙まで花やかな作品がいっぱいですが、今は今年の干支のネズミに熱中しています。


連絡先･･･


亀山市東丸町519‐９


℡（０５９５）82ー６２２１





西川さんの「中国秀峰之図」








　秋です。厳しかった残暑でなまった体と心を楽しみながらリフレッシュしてくれるのは、ニュースポーツです。


　私たちのクラブは、「大会に出ることが目的ではなく、自分達の健康・楽しみ・心のいやし・仲間との楽しいおしゃべりをモットー」にしていたぬ





イメージに合わせ色を選び


紙をちぎって･･･張って･･･


絵が出来た時の充実感・ときめき　　　
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●親子のつどい


　　　「凧つくり」


　20年２月10日（日）


　　　午後１時～４時


　　亀山青少年研修センター


　　　　　　　　集会室


　　参加費　５００円


　　　　　　　会員３００円


　　　　　　詳細は２面参照





●かめやまレクスポ２００８


　　ユニカール大会


　　20年3月9日（日）


　　　午前８時30分～


　　　　　　　　午後４時


　　亀山東野公園体育館


　　　　　詳細は２面参照





●東野体育館


ニュースポーツ一般開放日


ユニカールなどの説明も


しています。


　　　毎週月曜日


　　　午後１時～５時


　　　午後７時～９時


（ただし、専用使用が入っ


ている場合は中止なので、


お問い合わせ下さい。）


　東野公園体育館


　　　　　　℡83１８８８





●エアロビクスセミナー


　　　　（好評につき延長）


　　20年１月16日（水）


　　　　 ２月13日（水）


２月27日（水）


　　　午後７時30分～９時


　  亀山西小学校体育館


参加費　１回５００円


　　　　　　　会員３００円
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●あいあいふれあい


レクタイム


20年1月10日（木）


20年2月14日（木）


20年3月13日（木）


　　　午後１時～２時


　　あいあい二階大広間








《あ・と・が・き》


◇あけましておめでとうございます。亀山市レク協が発足して３度目の正月を迎えました。今号は活動する８団体の新年メッセージを集めました。どのクラブも楽しい・魅力ある催しへの意欲があふれています。皆様も自分に合ったクラブを見付けて、私達と〝輝きのある暮らしの輪〟を広げましょう！


◇振り返ってみると昨年は


〝亥年は変化の年〟といわれるとおり、参院の与野党逆転→政権交代→大連立構想･･･。そして原油高騰→食品偽装→円高→株安･･･と大変革の年でした。今年は、ぜひ平穏な年になることを願っています。　　　　　　　　（Ｎ）





行　事　予　定








和紙のちぎり絵　亀和の会　主宰　西川てる子さん





　「もう20数年も前のことです。友人と関町を訪ねた時、江戸の面影を残す町並みの一角で開かれていた岡田静子先生の指導する『日本画風紙画』に出会いました。とりどりの紙をちぎって色紙に張り、絵に仕上げていく見事な技と出来栄えに見とれながら、おもわず〝すてき！私にもできるかしら〟と、感動を覚えました」


　西川てる子さんは、それ以来、生涯をかける趣味となった「ちぎり絵」へのキッカケをこう話してくれました。


　さっそく市内で「ちぎり絵」を教えてくれる所を探しましたが、ありません。そこで亀山市教育委員会に働きかけ、市の文化講座を開設していただいて受講。年を経て、仲間と『和紙のちぎり絵　亀和の会』を結成し、現在に及んでいます。


　その間、大阪の池崎のぶ子先生、そして現在は吉田三知子先生に師事して日本画風紙画の勉強を深めたり、各地の美術館を訪れて〝日本画の美〟にふれたりして、作品の向上に努めています。現在は『亀和の会』＝会員20名＝の主宰・講師として、亀山市のほか、伊賀上野と青山（名張市）で教室を開催しています。


〝紙は絵の具―紙選びができたら作品はできたも同じ〟


　西川さんをそこまでとりこにする「ちぎり絵」の魅力は――。


いろいろある和紙から、作品のイメージに合わせて色を選び、形を決めながら和紙を








わたしと「ちぎり絵」
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